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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第59期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第58期

会計期間
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日

売上高（百万円） 25,892 26,036 108,579

経常利益（百万円） 1,283 937 6,046

四半期（当期）純利益（百万円） 713 453 3,137

純資産額（百万円） 116,120 115,892 117,139

総資産額（百万円） 133,044 133,461 136,555

１株当たり純資産額（円） 2,894.02 2,888.38 2,919.46

１株当たり四半期（当期）純利益金額
（円）

17.78 11.31 78.20

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 87.3 86.8 85.8

営業活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

1,703 △1,780 10,536

投資活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△1,112 1,235 △7,209

財務活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△1,518 △1,519 △3,040

現金及び現金同等物の四半期末（期
末）残高（百万円）

20,246 19,310 21,460

従業員数（人） 1,415 1,432 1,364

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】
　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】
　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】
（１）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,432(106)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。

（２）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,186(95)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。　
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】
（１）仕入実績

当第１四半期連結会計期間の仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　　前年同四半期比（％）

インテリア事業 （百万円） 17,327 106.4

エクステリア事業 （百万円） 2,481 98.1

照明器具事業 （百万円） 556 125.5

調整額　 （百万円） △3 －

合計 （百万円） 20,362 105.7

（注）１．セグメント間の取引については調整額欄で相殺消去しております。

　　　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．当社グループの報告セグメントの内容は、前年同四半期と変更ありません。詳細は第５「経理の状況」の注

記事項（セグメント情報等）をご参照ください。　

（２）販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　　前年同四半期比（％）

インテリア事業 （百万円） 22,461 100.6

エクステリア事業 （百万円） 2,854 98.1

照明器具事業 （百万円） 727 112.1

調整額　 （百万円）　 △6 －

合計 （百万円） 26,036 100.6

（注）１．セグメント間の取引については調整額欄で相殺消去しております。

　　　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．総販売実績の10％以上の割合を占める主要な取引先はありません。

　　　４．当社グループの報告セグメントの内容は、前年同四半期と変更ありません。詳細は第５「経理の状況」の注

記事項（セグメント情報等）をご参照ください。　　　

２【事業等のリスク】
  当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　　

３【経営上の重要な契約等】

    当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（１）業績の状況　

　当第１四半期連結会計期間の経済環境は、一部に持ち直しの兆しが現れているものの未だ停滞局面にあり、依

然として厳しい状況が続いております。住宅市場でも、首都圏のマンション販売動向に明るさが見えるなど、一

部に回復傾向がありますが、厳しい雇用、所得環境のため全体として足元は弱含んでおり、４月に17か月ぶりに

プラスとなった新設住宅着工戸数は、その後再び減少に転じています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このような状況の中、当社グループは環境に配慮し、良品廉価を貫くとともに、新設住宅着工戸数に影響を受け

ない非住宅市場やリフォーム市場などの深耕開拓、販路の拡大などによるきめ細かな営業活動を展開し、当第１

四半期連結会計期間の業績は、売上高26,036百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益922百万円（同22.1％

減）、経常利益937百万円（同26.9％減）、四半期純利益453百万円（同36.4％減）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。なお、当社グループの報告セグメントの内容は、前年同四半期と変

更ありません。詳細は第５「経理の状況」の注記事項（セグメント情報等）をご参照ください。

（インテリア事業）　

　インテリア事業では、東京ショールーム「クレリア」を７年ぶりに全面リニューアルし、６月４日にオープン

いたしました。選びやすさを大前提に約13,000点の商品群を見やすく機能的に展示し、住居、宿泊施設や文教施

設、医療施設などの各種施設向けの最新トレンド、機能性商品を提案するコーディネイトブースを設置するな

ど、お客様本位のショールームとして、商品提案力の強化を図っております。

　壁装材では、４月に中間価格帯の商品を収録した見本帳「リザーブ１０００」を改訂。収録品は全てシックハ

ウス規制の最上位認定品とし、新たにディズニーキャラクターの壁紙を収録するなど収録点数の半数近くを新

商品として発売しました。

　カーテンにつきましては、５月にロールスクリーンやタテ型ブラインド、木製ブラインドなどを収録した見本

帳「ウィンドウコレクション vol.６」、６月には、全点家庭洗濯が可能なウォッシャブル対応で、オーダーカー

テンをより身近なものとしてお求めやすくした見本帳「Ｗｉｓｈ vol.２」を発行しました。

　床材では、５月に主に戸建住宅やアパート、マンションで用途に応じて幅広くご利用いただける「住宅用」の

クッションフロアを発売。その他既発行の見本帳収録商品の拡販にも努めた結果、インテリア事業における売上

高は22,461百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益は963百万円（同23.4％減）となりました。

（エクステリア事業）

　エクステリア業界では、住宅版エコポイント制度の新設等による効果が現れながらも、企業間の競争の激化な

どを受け、厳しい状況が続いております。このような中、株式会社サングリーンは、新規顧客の開拓など地道な営

業活動を積み重ねており、エクステリア事業における売上高は2,854百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益は

7百万円（同48.4％減）となりました。

（照明器具事業）

　照明器具事業においても厳しい状況の中、山田照明株式会社は、可動式アームスタンドの代名詞「Ｚライト」

や蛍光灯型ＬＥＤ照明のカタログを発刊。ＬＥＤ照明などに注力した結果、売上高は727百万円（前年同期比

12.1％増）、営業損失は46百万円（前年同期は88百万円の営業損失）となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ2,150百万円減少し、19,310百万円となりました。

　　　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は1,780百万円（前年同期は1,703百万円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益880百万円による収入などがあったものの、たな卸資産の増加額1,792百万円や法人税

等の支払額1,692百万円などによる支出があったことを反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は1,235百万円（前年同期は1,112百万円の使用）となりました。これは主に、定

期預金の払戻による収入2,121百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は1,519百万円（前年同期は1,518百万円の使用）となりました。これは主に、配

当金の支払額1,507百万円によるものであります。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間における研究開発費は、33百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】

（１）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

EDINET提出書類

株式会社サンゲツ(E03071)

四半期報告書

 7/23



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】
（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）
普通株式 159,000,000

計 159,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発
行数（株）

(平成22年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 40,188,240 40,188,240
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数
100株

計 40,188,240 40,188,240 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日　
－ 40,188 － 13,616 － 20,005

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － ― ―
議決権制限株式（自己株式等） － ― ―
議決権制限株式（その他） － － ―
完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　 64,500 ― ―
完全議決権株式（その他） 普通株式  40,094,200 400,942 ―
単元未満株式 普通株式      29,540 ― ―
発行済株式総数  40,188,240 ― ―
総株主の議決権 ― 400,942 ―

　（注）　「完全議決権株式（自己株式等）」は、全て当社所有の自己株式であります。

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

株式会社サンゲツ
名古屋市西区幅下
一丁目４番１号

64,500 － 64,500 0.16

計 ― 64,500 － 64,500 0.16

　（注）　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）の自己株式は、64,600株（発行済株式総数に対する所有株式

数の割合0.16％）となっています。

２【株価の推移】
【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円） 2,180 2,048 1,926

最低（円） 2,020 1,841 1,828

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計

期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四

半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年

４月１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,842 23,081

受取手形及び売掛金 35,396 36,196

有価証券 22,570 22,078

商品及び製品 8,503 6,498

原材料及び貯蔵品 923 1,135

その他 727 998

貸倒引当金 △242 △247

流動資産合計 87,720 89,742

固定資産

有形固定資産

土地 19,609 19,609

その他（純額） 9,214 9,406

有形固定資産合計 ※1
 28,824

※1
 29,016

無形固定資産

のれん 39 78

その他 647 688

無形固定資産合計 686 766

投資その他の資産

投資有価証券 3,269 3,879

その他 13,742 13,888

貸倒引当金 △781 △738

投資その他の資産合計 16,229 17,029

固定資産合計 45,740 46,812

資産合計 133,461 136,555
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,197 10,989

1年内返済予定の長期借入金 22 22

未払法人税等 133 1,822

賞与引当金 437 858

その他 2,187 2,145

流動負債合計 13,976 15,837

固定負債

長期借入金 177 183

退職給付引当金 2,101 2,079

役員退職慰労引当金 64 81

長期未払金 952 952

その他 296 281

固定負債合計 3,592 3,578

負債合計 17,569 19,415

純資産の部

株主資本

資本金 13,616 13,616

資本剰余金 20,005 20,005

利益剰余金 81,922 82,973

自己株式 △121 △121

株主資本合計 115,423 116,474

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 469 665

評価・換算差額等合計 469 665

純資産合計 115,892 117,139

負債純資産合計 133,461 136,555
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（２）【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 25,892 26,036

売上原価 18,263 18,358

売上総利益 7,628 7,678

販売費及び一般管理費 ※
 6,445

※
 6,756

営業利益 1,183 922

営業外収益

受取利息 31 11

受取配当金 25 30

不動産賃貸料 18 29

その他 35 41

営業外収益合計 111 113

営業外費用

支払利息 2 0

不動産賃貸費用 3 3

為替差損 2 93

その他 3 0

営業外費用合計 11 97

経常利益 1,283 937

特別利益

固定資産売却益 － 0

その他 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 9 55

投資有価証券評価損 － 1

投資有価証券売却損 0 0

その他 － 0

特別損失合計 10 57

税金等調整前四半期純利益 1,272 880

法人税、住民税及び事業税 288 105

法人税等調整額 270 321

法人税等合計 558 427

少数株主損益調整前四半期純利益 － 453

四半期純利益 713 453
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,272 880

減価償却費 358 322

のれん償却額 39 39

貸倒引当金の増減額（△は減少） △233 38

賞与引当金の増減額（△は減少） △433 △421

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 △17

受取利息及び受取配当金 △57 △42

支払利息 2 0

売上債権の増減額（△は増加） 3,409 800

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,393 △1,792

仕入債務の増減額（△は減少） △473 207

その他 144 △174

小計 2,636 △157

利息及び配当金の受取額 57 70

利息の支払額 △2 △1

法人税等の支払額 △988 △1,692

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,703 △1,780

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,051 △32

定期預金の払戻による収入 － 2,121

有形固定資産の取得による支出 △125 △49

投資有価証券の取得による支出 △4,023 △5,120

投資有価証券の償還による収入 4,000 4,000

差入保証金の回収による収入 － 338

その他 88 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,112 1,235

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △5 △5

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,507 △1,507

その他 △5 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,518 △1,519

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △86

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △928 △2,150

現金及び現金同等物の期首残高 21,174 21,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 20,246

※
 19,310
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる損益への影響はありません。
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【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）　

１．前第１四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「定期預金の払戻による収入」は重要性が増加したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することと

しました。なお、前第１四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「定

期預金の払戻による収入」は61百万円であります。　

２．前第１四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「差入保証金の回収による収入」は重要性が増加したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記すること

としました。なお、前第１四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる

「差入保証金の回収による収入」は4百万円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 27,916百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 27,913百万円

　２　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、

債務保証を行っております。

㈱コウン  93百万円

　２　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、

債務保証を行っております。

㈱コウン   101百万円

３　受取手形割引高　 3百万円 　３　受取手形割引高 20百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費  1,262百万円

見本帳費 538 

貸倒引当金繰入額 89　

給料及び手当   1,656 

賞与引当金繰入額 424 

退職給付費用 103 

荷造運搬費  1,268百万円

見本帳費 738 

貸倒引当金繰入額 56　

給料及び手当   1,669 

賞与引当金繰入額 437 

退職給付費用 123 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 21,847百万円

有価証券勘定のうち預入期間が

３ヶ月以内の譲渡性預金
500 

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△2,100 

現金及び現金同等物 20,246 

 

現金及び預金勘定 19,842百万円

有価証券勘定のうち預入期間が

３ヶ月以内の譲渡性預金
500 

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△1,031 

現金及び現金同等物 19,310 

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  40,188,240株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  64,614株

３．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 （百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,504 37.50平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）
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インテリア
事業
（百万円）

エクステリア
事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         
 
(1) 外部顧客に対する売上高
　

22,332 2,910 648 25,892 － 25,892

 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 

　

－ － － － － －

計 22,332 2,910 648 25,892 － 25,892

営業利益又は
営業損失（△）

1,257 13 △88 1,183 － 1,183

（注）１．事業区分の方法

事業は、商品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

　なお、平成20年７月に、照明器具事業を営む山田照明株式会社を第三者割当増資の引受により、当社の子

会社としており、照明器具事業を「その他の事業」として前第２四半期連結会計期間より事業区分に追加

しております。

２．各区分に属する主要な商品

インテリア事業・・・・ 壁装材、カーテン、床材等          

エクステリア事業・・・ 門扉、フェンス、カーポート、テラス等

その他の事業・・・・・ 照明器具等　

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外事務所がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 　

　当社グループは、事業会社ごとに取扱商品やサービスが異なっており、「インテリア事業」は当社が、

「エクステリア事業」は株式会社サングリーンが、「照明器具事業」は山田照明株式会社が、それぞれ展

開しています。各社はグループとして必要な情報を共有し、販売上の協力体制を取りながら、個々に戦略

を立案して事業活動を行い、当社取締役会では各事業会社から受けた経営成績、財務情報の報告を基礎と

して、意思決定や業績評価を行っております。

　したがって、当社グループは事業会社単位を基礎としたセグメントから構成されており、「インテリア

事業」、「エクステリア事業」、「照明器具事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「インテリア事業」は壁装材、カーテン、床材等のインテリア商品を、「エクステリア事業」は門扉、

フェンス、テラス等のエクステリア商品を、「照明器具事業」はダウンライト、Ｚライト等の一般照明器

具及びＬＥＤ関連商品を販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）　

（単位：百万円）　　

 
インテリア
事業

エクステリア
事業

照明器具事業
（注）１　

調整額
（注）２

四半期連結損益計
算書計上額
（注）３

売上高      

外部顧客への売上高 22,461 2,854 720 － 26,036
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 － 6 △6 －

計 22,461 2,854 727 △6 26,036

セグメント利益又は損失（△） 963 7 △46 △2 922

（注）１．前第１四半期連結累計期間の「その他の事業」セグメントは、山田照明株式会社が行っている「照明器

具事業」であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、全てセグメント間取引消去であります。　

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。

（金融商品関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がありませんので、記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がありませんので、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,888.38円 １株当たり純資産額 2,919.46円

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 115,892 117,139

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（百万
円）

115,892 117,139

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末（期
末）の普通株式の数（千株）

40,123 40,123

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17.78円 １株当たり四半期純利益金額 11.31円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（百万円） 713 453

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 713 453

期中平均株式数（千株） 40,124 40,123

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がありませんので、記載を省略しております。

２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

  平成２１年８月４日　

株 式 会 社 サ ン ゲ ツ  
 取 締 役 会　御中   

 有限責任監査法人 ト ー マ ツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松 井 夏 樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 服 部 則 夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社サンゲツの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期

連結会計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期　連結累計期間

（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有す

る者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われて

おり、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務

諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンゲツ及び

連結子会社の平成２１年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結

累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

  平成２２年８月２日　

株 式 会 社 サ ン ゲ ツ  
 取 締 役 会　御中   

 有限責任監査法人 ト ー マ ツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松 井 夏 樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 服 部 則 夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社サンゲツの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期

連結会計期間（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）及び第１四半期　連結累計期間

（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有す

る者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われて

おり、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務

諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンゲツ及び

連結子会社の平成２２年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結

累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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